
〈俳句・川柳10句〉関根悠介

【俳句】　　　「♾ 」

初蝶が迷う軌跡にゼロふたつ 

閉口すさくら私の襞の下 

鶯の輪郭なぞり炎かな 

夜かぜ吹く梨の花にも息づかい 

朧なり幹に数多の傷を持つ

【川柳】　　　「あそばれ」

住職は元暴走族の母 

靴がまた新たな知覚感知する 



たとえば葉のなかに自分がいるのだ 

カーテンは80%人である

白い罪ながれるペキニーズとともに


